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麹 徴 の利 用 に 関す る研 究

(.1●) 紅麹の菌株 Monascus につLIJQて

宵 里 興 信*

KoshinMIYAZATO:Stucliesontheutilizingof"Koji-Kabi"

(1) OntheMonascusstrainof"Beni-Koji"

緒 呂

Monascu,S菌については,紅酒製造用の紅麹 (紅柚)として,その生理,形態および該蘭の生産す

る赤色素について住木(4),佐藤,内藤(ll),LIJ田(13),中 沢,佐藤(2),西川(3)らによって古くから研究

されている｡更に佐藤(5)(6)(7)(8)(9)(10)(ほ)は東洋産の Monascus萌について研究を行ない,13位の新

種を発見命名 し,分類された｡

筆者は,さきに "とうふよう日の製造について報告(1)したのであるが,"とうふよう=製造に使用

した紅麹の菌株,Mona.mtsN0.5の繁殖適温,色素生産および繁殖状態を検するため,各位天然培

養基を調製 し,該菌を接種 して,培養試験を行なったのでその結果について報告する｡

試 験 方 法

A.菌 株 紅麹製造の目的で,1959年 7月香港製紅柚から分離 し,数回昂平培養を行って純粋に

した Monascus菌 (以下 M.N0.5と称す)を試験に供したo

B.接軽方 法 斜面培養 12日目の M.N0.5から1白金耳採り,殺菌兼溜水約 5ml中に懸濁

せ しめ,充分摂押撮遼 して,該蘭の稀釈液を製 した｡

次にこの稀釈液から 1乃至 3白金耳宛各種天然培養基に接種 し,300.-33oC,35oC,38cc,4loC

で培寒を行い,夫々の培養基上の繁殖状態および色素生産の良否について観察 した｡以下特に記せざ

る限りこれに従った｡

C.培 養 試験

(1) 麹 汁 培養 ボーリング,100,pH 4.8の麹汁を約 5ml宛直径 18mm の綿栓試験管に,約

50ml宛を 200ml容綿栓三角フラスコに採り,常法によって コッホの莱気殺菌釜で3日間蒸気殺菌

を行ない試験に供 した｡これらの培養基に前記の 〟.N0.5の稀釈液を試験管には1白金耳宛,三角

フラスコには3白金耳宛接種 し,各温度で培養を行なった｡

(2) 麹 汁寒 天 斜面 培養 前記麹汁に寒天 370加え直径 18mm の綿栓試験管に適量宛分注し,

常法によって蒸気殺菌を行ない,斜面培養基を調製 した｡斜面の中央部に M.N0.5の稀釈液 1白金

耳宛接種 し,各温度で培養を行なった｡

(3) 麹 汁寒 天 平 板 培養 地汁寒天培養基を約 50ml宛 200ml容綿栓三角フラスコに採 り常法
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によって蒸気殺菌を行い,静置凝固せ しめて平板培養基を調製 した｡平板培養基の表面中央に白金線

の先端で M.No.5稀釈液の小浦を接穐 し,300-33oC で培養を行なった｡

(4) 肉汁 培養 次の如 き配合剤合で肉汁培養基を調製 した｡

エール リッヒ肉エキス 10gm 水

ペプ トン 10gm pH

食塩 5gm

1000m1

5.4

上記の肉汁約 5ml宛を綿栓試験管に,約 50ml宛を 200ml容綿栓三角フラスコに分注し,常法

によって兼気殺菌を行ない,蘭の接種および培養は麹汁培泰と全 く同じ方法で行なった｡

(5) 肉汁 寒 天 斜面 培 養 前記の肉汁に寒天 370加え,直径 18mmの綿栓試験管に適量宛分注

し,常法によって蒸気殺菌を行なった後, 肉汁寒天斜面培養基を調製 したoM.N0.5の接種は,麹

汁寒天斜面培養と全 く同じ方法で行い各温度で培養を行なった｡

(6) 肉汁 寒 天 平 板 培養 肉汁寒天培養基約 50ml宛を 200ml容綿栓三角フラスコに分注 し,

常法によって呆気殺菌を行なった後,静匿凝固せ しめて 肉汁寒天平板培養基を調製 したo M.N0.5

の接種は麹汁寒天平板培養と全 く同じ方法で行ない,各温度で培養を行なった｡

(7) パ ン培養 市販の食パンを小片に切 り, 少量宛直径 18mm の綿栓試験管に,5gm 宛を

200ml容綿栓三角 フラスコに採 り,常法によって乗気殺菌を行ない, パン培養基を調製 した.M.

N0.5の稀釈液を試験管培養には 1白金耳宛,三角フラスコ培養には3白金耳宛,接種 し各温度で培

養を行なった｡

(8) 馬 鈴 薯 斜面 培 養 市販の馬鈴著を清洗 して,0.1% 界求水に 30分間浸潰 して後昇求水を

捨て更に殺菌蒸溜水で 3回清洗 して次の如く調製 した｡即ち酒流 した馬鈴薯の外皮を包丁 (予め 60%

アルコールで殺菌したもの)で剥ぎ取り,内部のみ 1繋･重炭酸ソーダ液中に 20分間浸潰 して,更に

殺菌兼溜水で洗い,長方形の角切 りに した後,斜めに2ケに切断 し,斜面を作 り少量の殺菌蒸溜水を

入れた直径 18mm の綿栓試験管に投入 して,常法によって蒸気殺菌を行ない試験に供 した｡培養基

斜面の中央に M.N0.5の稀釈液 1白金耳按概 して培養を行なった｡

註.馬鈴薯培養基の底部にマッチの軸木を挿 して培養基を支え,直接試験管底の殺菌蒸溜水に触れ

ないように調製 した｡(第 6図参照)
(9) 甘 藷 斜面 培 養 市販の甘藷を清洗 して後,馬鈴薯斜面培養基と全 く同じ方法で処理 し,甘

藷の斜面培養基を調製 した｡〟.N0.5の接種も馬鈴薯斜面培養と同じ方法で行なった｡

(10) 未 来 培養 市販の加州米を 16時間水に浸潰 して後, 水切を行ない浸米 24g宛を 200ml

容綿栓三角フラスコに,又少量宛を直径 18mm の綿栓試験管に採 り, コッホの蒸気殺菌釜で第 1日

目は1時間 30分,第 2日目は 30分間未煮を兼ねて殺菌 し,莱米培養基を調製 した. M.N0.5の接

種は直接麹寒天斜面培養から1白金耳宛採 り,各温度で培養 した｡

(ll) 数 培 養 沖縄製粉株式会社で小安粉の副産物として生産 している牡 200g をホーロー引ポ

ットに入れ 6070の撒水 (水道水 120ml)を行ない充分摸揮混合 して,均一に水分を含ましめた後,

含永数的 25g宛を 300ml容綿栓三角フラスコに採 り, 常法によって蒸気殺菌を行ない数培養基を

調製した｡M.N0.5の接種は麹寒天斜面培養から1白金耳採 り,300-33oC で培養 した｡

(12) 牛 乳 培 養 市販の新鮮牛乳を値径 24mm の大形綿栓試験管に約 15ml宛採り毎日1時間

コッホの兼気殺菌釜で2日間蒸気殺菌を行ない,1昼夜 300-33oC の恒温器中に放置 した｡次に 30

分間宛更に2日間蒸気綬菌をなし, 1昼夜室温に放置して後試験に供 した｡ M.N0.5の接種は前記

の該菌稀釈液から3白金耳採 り,300-33oC で培養 したO
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試 験 結 果
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(1) 麹 汁培養 繁殖非常に良好で, 300-33oC 培養では, 繭接種後2日目に菌糸の発育が認め

られた｡即ち灰白色の綿糸状の塊りが液中に浮沸 し,3日目には液面に浮上して,空っ和こ按する部分

は厚い菌糸の皮膜を形成し,且つ白色の気菌糸を生じた｡5日日には皮膜は液上全面に鉱がり,雛を

生じ色素を生産して樫紅色を呈した｡培養 10日日頃には,皮膜は深紅赤色となり,培養が古くなる

に従って培養液にも色素を渉出し,液は美麗な深紅血色を呈した｡(第 1図,参照)

35oC培養では,前記温度での培養との差は殆んど認められず,繁殖は頗 る良好であったが,38oC,

4loCの培養では繁殖はするが非常に不良であった｡

(2) 麹 汁寒 天斜面 培養 300.-33oCおよび 35oC の培養では舞薄の形成速かで 3日日には班

に不規則な雛を生じて隆起し,舜薄の周縁は白色を呈するが,大部分樟紅色を帯び,色素の生産も良

好であった｡ 舜薄の表面には白色の気菌糸を生じた｡(第 2図,参照)

培養日数の経過に従って衆落も拡がり,14-15日日頃には殆んど斜面全体を被い,雄藩の表面は赤

褐色を呈 した｡38oC,41oC の培養では繁殖はするが前者に比べ非常に劣っていた｡即ち 30別間培養

を続けても,衆藩は斜面の中央に僅かに拡がり,全面を被うまでには至らなかった｡

(3) 麹 汁寒 天平板培養 衆薄の形成速かで培養3日日には,中央隆起 し,表面には白色の気菌

糸が密生 した｡衆薄の周辺はやや崩平となり,中心より放射状に敏を生じ,色素の生産も良好で樟紅

色を呈 した｡培養日数の経i副手従って衆港は大きく拡がり,30日日頃には培養基上の殆んど全面を被

い,表面の色も晴紅色を呈 した｡(第3図,参旧)

(4) 肉汁培養 300-33oCおよび 35oC の培養では 3日日頃に白色菌糸の塊りが多数液中に浮

肪するのが認められた｡7日日には白色菌糸の塊りは液面に浮上 し,島峡状の皮膜となり,空気に接

する部分は淡紅色を呈し,明らかに色素の生産が認められた｡自色気菌糸の発生は麹汁培養に比べて

僅少であった｡培養日数の経過に従って着色進み14日日頃には晴紅色となり,30日日頃には液中に

も色素を渉出し,液は鮮紅色を呈 した｡38oC,41oCの培養では3日日頃に白色菌糸の小さい塊りが

僅か液中に浮肪するのが認められたが,繁殖状態は頗る不良であった｡

(5) 肉汁寒 天斜面 培養 300-33oCおよび 35oC の培養では繁殖良好で培養 3日目には斜面

中央に白色摘平で小敵のある衆港を形成 し,表面には自色気菌糸の発生も認められ,ウドン粉をふり

まいたような外観を呈 したo培養日数の経過に従って,培養基斜面に沿って晶平に拡がり,色素の生

産も良好で深紅赤色を呈 した｡又培養基中にも色素を惨出し,301ヨ日頃には培養基も深紅赤色を呈し

た｡38oC,4loCの培養では僅かに繁殖はするが不良であった｡

(6) 肉汁寒 天平板 培養 300.-33oCおよび 35oC の培養では 3日日頃培養基の表面中央部に

白色偏平で敏のある小乗薄を形成した｡7日日には色素の生産によって衆蕗は紅赤色を呈し,表面に

は白色の気菌糸を生じた｡30日日頃には,衆蕗は著るしく拡がり殆んど培養基全面を被い,培養基中

にも色素を渉出し深紅色を呈 した｡(第4図,右側参照)

38oC,4loC の培養では繁殖著るしく怒るく培養7日日の容貌も小舞薄の表面に僅かに白色の気菌

糸の発生が認められるだけで,色素の生産もなく灰白色を里した｡培養30日経過後も,群落は培養

基表面の中央部に僅かに拡がる程度で頗る不良であった｡

(7) パ ン培養 30〇一-33oC の培養では 2-3日日頃にはパン小片の一部に白色の斑点が認めら

れ,培養日数の経過に従って, パン小片の全面に拡がり,繁殖は頗る良好であった｡35oCでも繁殖

状態は良好で色素の生産も良く,紅褐色を呈したが,38oC,41oCでは殆んど繁殖 しなかった｡(第5

図,参照)
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(8) 馬 鈴 薯 斜面 培 養 300ノー33oCおよび 35oC の培養では速かに培養基斜面に沿って淡紅色

の菌苔を生じ繁殖良好であった｡7日日頃には斜面全面に拡がり不規則な舷を生じ,色素の生産も艮

好で紅褐色を里した｡培養日数の経過に従って斜面ばかりでなく馬鈴薯培養基全面を被い不規則に盛

りあがり培養基の形は変形 した｡ 培養古くなれば堪色する傾向が認められた｡ 38oC,41oCでも此堰

的良く繁殖 し,培養温度による繁殖の差異は余 り認められなかったが,色素の生産は前者に比べ著る

しく不良であった｡(第 6図,参照)

(9) 甘 藷 斜面 培養 繁殖頗る良好で7日目には鮮かな濃赤色を呈 し甘藷培養基全面を被い僅か

に奴を生じた｡培養温度による繁殖の優劣は余 り認められなかった｡(第 7図,参偲)

(10) 未 来 培養 300-33oC の培養では繁殖頗る良好で 2日目には, 米粒に白色の斑点を生じ

た｡培養日数の経過に従って色素の生産も非常に良く,米粒は淡紅色を呈 した｡培養 10日目には,

蒸米全粒に亘 り美麗な鮮紅色を呈 し,培養古くなるに従って赤褐色となる｡(第 8図,左側および第 9

図,参照)

38oC,41oCの培養では僅かに繁殖はするが色素の生産悪るく前者に比べ著るしく劣る｡

(ll) 数 培養 繁殖非常に怒るく,菌糸の発生が僅かに認められる程度で30日以上培養 しても着

色せず,色素の生産も極めて不良であった｡

(12) 牛乳 培養 培養初期においては繁殖遅々として,培養基上の変化は認められなかった｡ し

かし5日日頃には液面の試験管壁に鮮紅色の皮膜を生 じ7日日には皮膜は厚 くなり,液表面全体を被

い,培養古 くなるに従って皮膜は紅赤色となり,培養液中にも色素を惨出して液も薄桃色を呈 した｡

(第 10図,重昭)

考 察

以上の培養試験の結果,筆者が香港製紅軸 から分離して得た M.No.5蘭を佐藤氏の東洋産 M0-

7JlaSCuS属の分類表によって検索 して見るとつぎの如く肉汁および同寒天培養基以外の各種天然培養基

上の繁殖状態並びに色素の生産等においては,Monascu.spilos･LLSとよく頗似 しているように思われる｡

即ち佐藤氏の記載によれば Monascusp･L'losJLl.Sは繁殖適温が 35oC±loであり,40oC以上では繁

殖が遅れると云うが, M.N0.5も 300-35oC で最もよく繁殖 し38oC,4loCでは著るしく繁殖

が遅れる点でよく似ている｡又白色の気菌糸を生じ,赤色素を生産する点も一致 している｡赤色素を

生産する東洋産の Monascus 菌は外にもある｡即ち Mon(zscusAnkaもよく赤色素を生産するが謀

菌は白色の気菌糸を生じない点で M.No.5･とは著るしく異なる.

麹汁および同寒天,パン,馬鈴薯,兼米,牛乳等の培養基上では MonascusIDilosusは繁殖も良く,

色素の生産も良好であり,M.N0.5 も類似 した結果を示している. 但 し肉汁および 同寒天 (pI-I

5.67)培養では Monascuspilosusは繁殖不良で色素の生産も怒るいと云われているが,M.No･5

は pH5.4の肉汁および同寒天培養基上でよく繁殖 し色素の生産も良好である点では著るしく異なっ

ている｡

要 約

香港製紅柚 (アンカー)から分離 した M.N0.5の培養試験を行なった.

試験結果を要約すればつぎの通りである｡

(1) 麹汁,同寒天,パン,馬鈴薯,甘藷,未来,牛乳等の培養基にはよく繁殖し色素の生産も良

好であった｡



麹徴の利用に関する研究 179

(2) 各穣培養基上の繁殖適温は 300-35oC であった｡

(3) Monascus菌は一般に酸性肉汁では繁殖悪る(色素の生産も不良であると云われているが,MI

N0.5は肉汁および同寒天培養基 (pH 5.4)でも良く繁殖 し色素の生産も良好であった｡

(4) 赦培養基では繁殖怒るく色素の生産も不良であった｡

(5) M.N0.5は各種天然培養基上での繁殖状態が東洋産 MonaSCuSPilosusによく似ているが,

懐性肉汁および 同寒天培養基にも良く繁殖 し色素の生産も良好である点では該菌と著るしく興ってい

る｡

終 りに臨み終始御指導,御撒極を賜わりました烏袋俊一博士に対 し深甚なる感謝の恵を表 します｡

又香港製紅軸 を恵与頂いた本学家政学科外聞ゆき氏並びに本稿を軍するに当り特に写真撮影に御協力

頂きました苗謝瑞串氏に厚 く御礼申上げます｡
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R由um岳

TheautherllaSisolatedMonascui･No.5from "Ang-QuacHmadeinHongkong.

Inthispaper,thegrowthconditionandp唱mentProductionofthisMollaSL･uSNo.5in

someofnaturalmediaarereported.

Theresultsobtainedareasfollows.

(1) MonascusNo.5propagatedwellinKoji-decoction and itsagarmedium,bread,

potato,sweetpotato,boiledriceandmi一k medium,andshowedgoodproductionofpig-

ment.

(2) Optimum temperatureforpropagationoft･heMo17aSCuSNo.5was300-35oC,in
someof血enuturalmedia.
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(3) Ttissaid thatMoJ･LaSCuSSP.did notpropatateintheacidicbouillonmedia,but

Monascu･sNo.5propagatedwellinthem withp1-I5A.

(4) Itdidnotpropagateinthebranmedium.

(5) MonascusNo.5hascloseresemblm cetoMonascuSPilosu,songrowth conditionin

someofthenaturalmedia,butshowedvery diぽerentresultsbetweenthem intheacidie

bouillonmedia.

図 版 説 明

図 版 ⅩⅠ

此の図版は NI.No.5歯の繁殖状態および色素の生虚状態を記録 した原色スライドから複写 し

たものである｡

第 1 図 麹汁培養 10 日日

第 2 図 麹汁寒天斜面培養 7日冒

第 3 図 麹汁寒天平板培養 30E=]

第 4 図 肉汁寒天平板培養 (右),麹汁寒天平板培養 (左)30 日日

第 5 図 パン培養,左 より 30oC-33oC,35oC,38oC,41oC の繁殖状態

第 6 図 馬鈴薯斜面培養,左 より 30oC-33oC,35Dc,38oC,41oC の繁夕酎犬態

第 7 図 甘藷斜面培養,左 より 30oC-33oC,35oC の繁殖状態

第 8 図 蒸米培養 (左),麹汁寒天斜面培養 (右)14日日

第 9 図 種麹 として保存中の紅麹

第 10回 牛乳培養 14 日日
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